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ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合（
県
医
労
）は
、
心
か

ら
み
な
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
人
生
に
お
け
る
新

た
な
第
一
歩
。
期
待
と
緊
張
の
、
ド
キ
ド
キ
の
毎
日

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

職
場
で
は
「
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
！
」。「
大

丈
夫
か
な
？
」
と
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
誰
で
も
み
ん
な
同
じ
。
一
ヶ
月
後
、
二
ヶ
月
後

に
は
き
っ
と
、
今
と
は
違
う
自
分
に
気
づ
く
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
事
。
そ

し
て
、
大
変
な
こ
と
・
辛
い
こ
と
は
一
人
で
悩
ま
な

い
で
、
声
に
出
し
て
欲
し
い
。
労
働
組
合
・
仲
間

が
近
く
に
い
ま
す
。
仲
間
と
つ
な
が
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
心
強
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
環
境
や
労
働

条
件
を
、
よ
り
良
く
変
え
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
津
波
か
ら
８
年
余
。
自
ら
が

被
災
し
な
が
ら
、
寒
い
屋
上
で
の
お
世
話
や
搬
送

な
ど
患
者
さ
ん
を
第
一
に
行
動
し
守
っ
た
仲
間
は
、

私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
津
波
に
よ
り
全
壊
し
た
３

つ
の
県
立
病
院
の
再
建
が
実
現
し
ま
し
た
。
県
医

労
は
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
県
立
病
院
の
再
建
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
守
る
運
動
は
、

こ
れ
か
ら
も
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
働
き
や
す
い
職
場
・
働
き
続
け
ら

れ
る
労
働
環
境
・
労
働
条
件
と
医
療
・
社
会
保
障

の
改
善
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

力
が
必
要
で
す
。
県
医
労
に
加
入
し
、
一
緒
に
力
を

あ
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

新採用者のみなさんへ
中央執行委員長　中野るみ子　

　新採用のみなさん、初めまして。女性部は

「楽しく活動」を目標にしています。私たち

と一緒に愚痴を磨き、要求に変えて、命を守

り、はたらく女性に優しい職場づくりをして

いきましょう。

　青年部は、交流会やレクリエーション、学

習会を通して「よく遊び・よく学ぶ」を目的

に活動しています。楽しい交流の輪を広げて

いきましょう！

女性部

青年部書記長
○○○○

女性部書記長
○○○○○

青年部

ひとりで悩ま
ないでネ。
集まっておしゃ
べりすると元気
になるよ！
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新
採
用
で
も
労
働
者

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
」は

働
く
者
の
権
利
か
ら

終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤
（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い

ま
す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30

分
前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は

県
医
労
）」。
看
護
は
も
ち
ろ
ん

医
療
技
術
や
事
務
、
栄
養
管
理

な
ど
、
職
員
で
あ
れ
ば
臨
時
職

員
や
パ
ー
ト
職
員
で
あ
っ
て
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働
条
件
の

改
善
と
労
働
者
の
生
活
向
上
を

追
求
し
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

の
福
利
厚
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
権
利
な
ど
様
々
な
学
習
活

動
、
旅
行
や
食
事
会
な
ど
の
文

化
活
動
も
あ
り
、
青
年
部
（
30

歳
ま
で
の
組
合
員
）
で
は
季
節

に
応
じ
、キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
労
働

組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
学
び

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎
え
、

職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で
は
、

勝
手
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
も
多

い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問
題
は

遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に
た
ず

ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に
声

を
か
け
、
不
安
を
解
消
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が

加
入
す
る
「
労
働
組
合
」
が
あ

り
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩
手

県
医
療
局
労
働
組
合
（
略
称
＝

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
か

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

も
ち
ろ
ん
、
昼
休
憩
（
60
分
）

に
休
め
な
い
分
も
全
て「
超
勤
」

で
す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す

る
」の
は
当
然
で
、新
人
で
あ
っ

て
も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
れ
な
く
き
ち
ん
と
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

　「年次有給休暇」は、個人が自由に取得
できる休暇です。病気休暇などとは違い、
取得に特別な理由は一切不要。行事や予
定が特になくても、休みたい時に請求で
きます。個人の「権利」であり、病院長
や職場上司から「もらう」ものではあり
ません。「年次はあげられない」などと平
気で言う職場管理者がたまにいますが、
それは大きな間違いであり権利侵害です。
　交代制職場では、勤務表作成時に「休
み希望」として、他職員と事前調整して
いますが、あくまでも年次取得の正式ルー
ルは「有給休暇処理簿」に記入し提出す
ること。使用者側には、休暇を別の日に
変更させる権限（時季変更権）があります
が、あくまでも「病院の事業運営に著し
い支障がある」などの、特別な場合に限
定されています。

よ
う
こ
そ
県
病
へ

労
働
組
合
っ
て
何
？

定
時
に
帰
ろ
う

超
勤
は
請
求
し
よ
う

年次休暇は
個人の『権利』
です
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　東日本大震災から８年を迎えた11日、冷
たい雨が県内をぬらしました。盛岡市ではも
りおか歴史文化館前広場で震災の犠牲者を追
悼する「祈りの灯火（ともしび）」が開かれま
した。手作りの灯籠１万個に明かりが灯され、
今後も、忘れず、寄り添っていくことを胸に
刻みました。

　３月10日、県民会館中ホールを会場に、「さ
ようなら原発岩手県集会2019」が開催され
360人が参加しました。「岩手と日本の未来
のために再生可能エネルギーへ転換を」と飯
田哲也さんが講演し、集会後、「原発いらない」
とサウンドデモで、盛岡市内をアピール行進
しました。

東日本大震災8年

「忘れない」のメッセージさようなら原発岩手県集会2019

地域からエネルギーの大転換を

　

３
月
７
日
の
各
省
庁
に
分
か

れ
た
政
府
交
渉
で
は
、
増
員
や

「
働
き
方
」
が
テ
ー
マ
に
。
厚
生

省（
看
護
）に
参
加
し
た
、
大
槌

支
部
・
○
○
○
○
さ
ん
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
・
看
護
の
交
渉

に
、
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
看
護
師
か

ら
、
涙
な
が
ら
に
看
護
現
場
の

切
実
な
状
況
や
思
い
が
語
ら
れ
、

「
安
全
な
医
療
の
提
供
の
た
め
、

看
護
師
が
早
期
離
職
す
る
こ
と

な
く
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

業
務
量
に
見
合
っ
た
看
護
師
の

増
員
を
」
と
訴
え
が
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
厚
労
省
の
担
当

者
か
ら
の
発
言
は
、
看
護
職
員

の
需
給
見
通
し
は
「
患
者
病
床

数
が
減
る
」
こ
と
に
あ
わ
せ
、「
看

　

３
月
６
日
か
ら
７
日
、
日
本
医

労
連
を
中
心
と
し
た
「
対
政
府

中
央
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
午
前
の
意
思
統
一

集
会
の
あ
と
、
国
会
議
員
へ
の

要
請
行
動
を
開
始
。
こ
の
間
取

り
組
ん
だ
「
大
幅
増
員
・
夜
勤

改
善
」
署
名
を
、
紹
介
議
員
と

な
っ
て
い
た
だ
く
岩
手
選
出
の

木
戸
口
議
員
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

護
師
数
も
減
る
と
み
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
涙
な
が

ら
の
訴
え
も
、
全
く
響
い
て
い

な
い
こ
の
回
答
に
は
、
が
っ
か
り

し
ま
し
た
。
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
ま
ず
は
、
現
場
か
ら

大
変
な
こ
と
を
声
に
出
し
、
超

勤
し
た
分
は
き
ち
ん
と
時
間
外

手
当
を
書
い
て
、
業
務
量
の
多

さ
を
認
め
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ

と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

�

大
槌
支
部　

○
○
○
○ 涙ながらに訴える厚労省・看護関係の交渉

木戸口議員（右から4人目）に署名を手渡す岩手の参加者

増
員
こ
そ
が「
働
き
方
改
革
」

医
師
も

看
護
師
も

３・６
〜
７　

対
政
府
中
央
行
動

祈りの
灯火
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岩手医労連青年部ウィンターアクト in 紫波

組合の大切さを共有
　

３
月
16
日
～
17
日
、
岩
手
医

労
連
青
年
部
ウ
ィ
ン
タ
ー
ア
ク

ト�

in�

紫
波
が
開
催
さ
れ
24
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
紫
波
町
「
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
」
を
会
場
に

①
労
働
組
合
と
は
②
医
労
連
共

済
の
魅
力
を
知
ろ
う
、
の
２
つ

の
学
習
会
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
講
師
の
保
科
雄
治
さ

ん
（
日
本
医
労
連
・
書
記
）
は
、

自
身
の
労
働
組
合
の
な
い
職
場

で
働
い
て
い
た
経
験
か
ら
、
目

に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
労
働
組

合
が
あ
る
か
ら
防
げ
て
い
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
一

人
で
は
言
え
な
い
こ
と
も
労
働

組
合
が
あ
る
か
ら
要
求
で
き
る

こ
と
な
ど
、
労
働
組
合
の
存
在

の
大
き
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
仕
事
や

組
合
活
動
の
悩
み
な
ど
を
出
し

合
い
交
流
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
紫
波
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
に
会
場
を
移
し
、
ピ
ザ

作
り
に
挑
戦
。
一
人
ひ
と
り
生

地
を
練
り
上
げ
、
野
菜
や
ベ
ー

コ
ン
な
ど
の
具
材
を
手
分
け
し

て
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
れ
ぞ
れ

好
み
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
個
性
豊

か
な
ピ
ザ
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
本
格
的
な
か
ま
ど
で
焼
き

上
げ
た
ピ
ザ
は
絶
品
で
し
た
。

４つのグループに分かれて意見交流

とっても楽しいピザ作り体験♪

組合の大切さを共有
岩手医労連青年部ウィンターアクト in 紫波

中
央総勢104名でいちご狩り

磐
井温泉でゆったり・まったり 二

戸岩盤浴でリフレッシュ

【磐井支部】　２月23日～ 24
日、秋保温泉へ支部旅行。ニッ
カウヰスキー工場見学、いちご
狩り、定義山観光など

【二戸支部】　３月２日、鶯宿温
泉・赤い風車の日帰り岩盤浴へ

【中央支部】　３月９日、八幡平
市「彩花園」へいちご狩りに
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３
月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー
。

男
女
平
等
・
女
性
の
権
利
、
平

和
を
求
め
世
界
の
女
性
た
ち
と

連
帯
す
る
日
で
す
。
岩
手
県
集

会
は
盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
を

会
場
に
72
名
（
県
医
労
２
支
部
・

本
部
10
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
ひ
ろ
し
ま
市
民

法
律
事
務
所
所
長
の
楾
（
は
ん

ど
う
）
大
樹
さ
ん
が
、「
檻
の
中

の
ラ
イ
オ
ン
～
憲
法
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
～
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

楾
さ
ん
は
、
わ
か
り
や
す
い

と
評
判
の
憲
法
の
本
「
檻
の
中

の
ラ
イ
オ
ン
」
の
著
者
で
も
あ

り
ま
す
。
権
力
（
政
府
）
を
ラ

イ
オ
ン
、
憲
法
を
檻
に
、
ご
当

地
キ
ャ
ラ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
国

民
に
見
立
て
て
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。「
ラ
イ
オ

ン
（
政
府
）
が
暴
れ
な
い
よ
う

に
、
檻
（
憲
法
）
が
あ
る
。
檻

（
憲
法
）
が
な
い
と
ラ
イ
オ
ン
は

好
き
放
題
。
だ
か
ら
檻
（
憲
法
）

は
私
た
ち
国
民
の
た
め
に
あ
る
」

と
し
、「
私
た
ち
が
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
人
権
が
あ
る
。

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
、

憲
法
の
根
底
に
な
っ
て
い
る
。

憲
法
の
こ
と
を
知
ら
な
い
今
の

権
力
者
（
政
府
）
が
、
よ
く
理

解
も
せ
ず
憲
法
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
私
た
ち
が
憲
法
を

理
解
し
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が

必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
国
際
女
性
デ
ー
の

テ
ー
マ
は
「
平
等
に
考
え
、

聡
明
に
構
築
し
、
変
化
の

た
め
の
革
新
を
」。
人
間
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平

等
な
の
だ
、
と
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

○
○
○
○
○
（
本
部
）

講師の楾大樹さん

	３月１日金曜日、盛岡市で女性５団体
による「ひな祭りレッドパレード」が行
われ、約60名が参加しました。赤色の
手袋やダウンジャケット、帽子などを身
につけ、大通を「戦争しない未来をつく
ろう」などとコールしながらパレードし、
９条改憲阻止をアピールしました。

　南光支部女性部は３月３日、一関市かんぽの宿で、
11名が参加し「なんちゃって～リンパマッサージ～」
を開催。温泉に入り、体がポカポカしたところでリ
ンパマッサージ。参加者からは「お互いにマッサー
ジし合い、細くなった足にみんなでびっくりしまし
た」「それぞれの病棟の大変さを聞きながらも、みな
さんの笑顔を見て、がんばろうという気持ちになり
ました。食事もおいしくお腹いっぱいになりました」
との感想が寄せられました。

2019年国際女性デー
岩手県集会

リンパマッサージでさらにキレイに 戦争は絶対にイヤ！
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美ら海水族館のイルカのショー

女性部結成
60周年記念

青
い
空
青
い
海
に
出
会
え
た
！

　

２
月
28
日
（
木
）
～
３
月
２
日
（
土
）、

女
性
部
結
成
60
周
年
記
念
企
画
～
沖
縄

ツ
ア
ー
に
は
13
支
部
・
本
部
29
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
世
界
遺
産
・
首
里
城
を
訪

れ
、
沖
縄
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。
夜

は
琉
球
舞
踊
と
沖
縄
料
理
を
堪
能
。
２

日
目
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
運

動
を
目
の
当
た
り
に
し
、
基
地
問
題
を

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

古
宇
利
島
へ
移
動
し
、
ビ
ー
チ
を
見
な

が
ら
昼
食
。
美
ら
海
水
族
館
で
は
巨

大
水
槽
で
泳
ぐ
多
彩
な
魚
や
、
イ
ル
カ

の
シ
ョ
ー
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日

は
摩
文
仁
の
丘
と
ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
見

学
。
沖
縄
戦
の
悲
惨
さ
に
心
を
痛
め
ま

し
た
。
青
い
空
と
青
い
海
を
満
喫
し
た

３
日
間
は
、
沖
縄
の
海
と
平
和
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た

ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

琉球舞踊と沖縄料理を堪能

平和記念公園の「平和の火」を
前に

　
　
　
ツ
ア
ー

青
い
空
青
い
海
に
出
会
え
た
！

ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
祈
り
を

捧
げ
献
花

古
宇
利
タ
ワ
ー
（
古
宇
利
島
）

の
展
望
台
で
記
念
撮
影
（
右
）

首里城を見学し、歴史に触れました

辺野古の海に基地はいらない
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東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

が
経
ち
、
新
し
い
建
物
も
増

え
ま
し
た
。
人
々
の
賑
わ
い

が
戻
る
と
い
い
で
す
ね
。

大
東
支
部
　
ラ
イ
ム

　

　

　

増
員
を
願
い
な
が
ら
、
働

き
方
を
考
え
、
多
職
種
で
病

院
を
活
気
づ
け
て
ほ
し
い
で

す
。
介
護
士
や
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
を
採
用
し
て
、
看
護
師
は

看
護
師
の
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
。
分
業
で
ス
ム
ー
ズ
に
。

理
想
で
す
ね
。

中
央
支
部
　
も
も
ま
ま

　

　

　

４
月
か
ら
年
次
の
取
得
が

義
務
に
な
る
と
か
。
取
り
た

い
時
に
取
れ
る
の
か
不
安
で

す
。
日
数
を
消
化
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
い
時
に
取
ら
せ

ら
れ
な
い
か
な
あ
…
。

二
戸
支
部
　
ピ
グ
ピ
グ

　

　

　
「
働
き
方
改
革
」
っ
て
い
う

言
葉
、
偉
い
人
た
ち
に
と
っ

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

２
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
29
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

二
戸
へ
お
で
ん
せ
♪（
二
戸

支
部
）、
ひ
た
す
ら
ト
ド
、
中

島
信
幸（
以
上
、
一
戸
支
部
）、

ひ
な
あ
ら
れ
、
ツ
ン
デ
レ
ラ（
以

上
、中
央
支
部
）、匿
名
希
望（
中

部
支
部
）、
ア
ッ
プ
ル（
磐
井
支

部
）、
ふ
う
は
は（
南
光
支
部
）、

ラ
イ
ム（
大
東
支
部
）、
ハ
ク

シ
ョ
ン
大
魔
王（
大
船
渡
支
部
）

て
都
合
の
い
い
言
葉
な
の
で

は
…
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

中
央
支
部
　
ド
ー
ナ
ツ
ホ
ー
ル

　

　

　

春
に
な
る
ん
だ
な
あ
と
い

う
嬉
し
い
気
持
ち
と
、
花
粉

に
悩
ま
さ
れ
る
と
い
う
ゆ
う

う
つ
な
気
持
ち
が
…
。

久
慈
支
部
　
ジ
ョ
ン
マ
マ

　

　

　

増
員
で
き
て
、
み
ん
な
が

快
く
休
み
が
も
ら
え
る
よ
う

な
職
場
が
い
い
で
す
。

磐
井
支
部
　
ゆ
き
だ
る
ま

　

　

　

春
だ
な
あ
。
ど
こ
か
に
遊

び
に
行
き
た
い
な
あ
と
、
ワ

ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。
年
次

を
取
っ
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

磐
井
支
部
　
花
粉
症

　

　

　

本
当
は
ま
だ
働
け
る
の
に
、

退
職
す
る
人
が
多
い
。
も
っ

た
い
な
い
。
家
庭
を
犠
牲
に

す
る
こ
と
な
く
働
け
る
、
当

た
り
前
の
職
場
に
な
る
日
は

来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
船
渡
支
部 

　
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

よ
う
こ
そ
県
医

労
へ
。
１
９
５
１

年
に
岩
手
県
医
療

局
労
働
組
合
（
県

医
労
）
を
結
成
し

て
今
年
で
68
年
に

な
り
ま
す
▼
結
成

当
時
は
、
一
人
夜

勤
、
夜
勤
回
数
は

月
15
日
は
当
た
り
前
。
そ
し
て

全
寮
制
。
結
婚
す
れ
ば
退
職
、

と
い
う
中
で
ま
さ
に
病
院
と
寮

を
往
復
す
る
だ
け
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
▼

１
９
６
３
年
頃
か
ら
全
国
で
夜

勤
制
限
を
求
め
る
運
動
が
起
こ

る
と
、
県
医
労
の
先
輩
た
ち
は

３
年
間
で
２
６
２
人
の
増
員
を

実
現
さ
せ
、
１
９
７
０
年
に
複

数
・
月
８
日
以
内
の
夜
勤
（
ニ
ッ

パ
チ
闘
争
）
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
▼
私
た
ち
は
、
命
を
預
か
る

医
療
労
働
者
で
す
が
、
国
民
の
一

人
で
あ
り
、
一
人
の
人
間
な
の
で

す
。
人
間
ら
し
く
働
き
続
け
る

た
め
に
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に

「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
仲
間
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
要
求
実
現
は
可

能
に
な
り
ま
す
▼
新
年
度
を
迎

え
、
慣
れ
な
い
環
境
で
不
安
を

抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る
転
入

者
や
新
採
用
者
に
寄
り
添
い
、

声
を
か
け
、
対
話
の
中
で
県
医

労
が
長
い
年
月
を
か
け
て
勝
ち

取
り
、
守
っ
て
き
た
権
利
を
伝

え
る
こ
と
。
仲
間
を
増
や
す
た

め
に
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
加

入
の
呼
び
か
け
が
重
要
で
す
▼

県
医
労
は
、
生
き
が
い
・
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
る
た

め
に
、
仲
間
を
増
や
し
、
要
求

実
現
の
た
め
団
結
し
て
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
先
輩

組
合
員
が
、
権
利
を
守
る
た
め

に
組
合
費
を
納
め
、
一
定
の
負

担
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な

が
ら
、
組
合
に
入
ら
ず
権
利
を

享
受
す
る
こ
と
が
正
し
い
の
か
、

組
合
に
入
っ
て
一
定
の
負
担
を
し

て
、
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
の

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。「
権
利
に
タ
ダ
乗

り
す
る
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
」
に

な
ら
な
い
た
め
に
！�

（
内
）
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と
を
考
え
ず
、
と
に
か
く
集
ま
る
機
会

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
青
年
部
の
楽
し
い

活
動
が
支
部
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
加

入
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
だ
し
、
仲
間

の
輪
が
広
が
る
。
組
合
も
青
年
部
を
盛

り
上
げ
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

青
年
部
が
あ
る
か
ら
次
が
あ
る
。
が
ん
ば

れ
、青
年
部
！
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

震
災
当
時
は
遠
野
病
院
に
勤
務
し
て

い
た
○
○
さ
ん
。
３
月
11
日
は
勤
務
日

で
ラ
ジ
オ
か
ら
大
津
波
警
報
の
情
報
は

耳
に
入
っ
て
来
ま
し
た
が
、
津
波
の
甚

大
さ
に
正
直
信
じ
ら
れ
ず
、
危
機
感
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
テ
レ
ビ
に
映
る
大
津
波
を
見
て
事
の

重
大
さ
を
知
り
、
恐
怖
で
言
葉
を
失
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
陸
前
高
田
市
内
の

実
家
は
津
波
に
よ
り
全
壊
し
ま
し
た
が
、

ご
家
族
は
無
事
で
し
た
。

　

今
、
震
災
後
の
陸
前
高
田
を
考
え
る

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
い

ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
再
任
用
職
員
と
し
て
働

き
ま
す
。
退
職
を
機
に
、
購
入
し
た
新

車
で
た
く
さ
ん
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
正
直
、
好
き
で
役
員
を
引
き

受
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
困
っ

て
い
る
こ
と
は
一
人
じ
ゃ
解
決
で
き
な
い
。

支
部
を
代
表
し
て
、
仲
間
を
背
負
っ
て
い

る
ん
だ
と
思
う
こ
と
で
自
然
と
交
渉
に
も

力
が
入
っ
た
し
、
何
よ
り
も
み
ん
な
で
一

緒
に
た
た
か
っ
て
い
る
と
思
え
ば
、
も
う

や
る
し
か
な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

青
年
部
の
頃
は
、
昼
休
み
に
空
き
地

を
借
り
て
テ
ニ
ス
や
体
育
館
で
分
会
対

抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
飲
み
会
や

旅
行
も
企
画
し
た
り
、
職
種
関
係
な
く

交
流
で
き
た
の
も
思
い
出
の
ひ
と
つ
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
今
は
動
き
づ
ら

く
な
っ
て
お
り
、
仕
事
の
忙
し
さ
や
時
代

も
影
響
し
て
、
青
年
同
士
の
交
流
が
少

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
青
年
部
は
遊

ん
で
、
楽
し
む
こ
と
が
目
標
。
難
し
い
こ

　

高
校
２
年
生
の
冬
、「
理
科
の
実
験
み

た
い
な
仕
事
」
と
友
人
か
ら
検
査
技
師

と
い
う
職
業
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
放
射
線
技
師
に
も
興
味
が
あ

り
ま
し
た
が
、
当
時
は
「
放
射
線
を
使

う
の
は
怖
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
検
査

技
師
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

千
厩
病
院
に
異
動
し
て
か
ら
組
合
と

の
関
わ
り
が
強
く
な
り
ま
し
た
。「
青

年
部
役
員
し
か
経
験
の
な
い
自
分
が
１

年
後
に
支
部
の
書
記
長
を
や
る
な
ん
て
、

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
千
厩
支
部
は
組

合
活
動
が
盛
ん
で
、
組
合
員
の
活
動
に

対
す
る
意
識
が
と
て
も
高
く
、
先
輩
か

ら
厳
し
く
指
導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、育
て
ら
れ
、成
長
で
き
る
機
会
だ
っ

た
」
と
今
で
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○ ○ ○ ○さん
（高田支部）

一
人
で
は
解
決
で
き
な
い

だ
か
ら
組
合
が
あ
る

　勤続39年。３月末で定年を
迎えた臨床検査技師の○○○○
さん。
　「組合活動がなければ今の自
分はなかった」と話します。楽
しかった青年部時代や支部活動
で学んだ多くの経験を語ってい
ただきました。

臨
床
検
査
技
師
の
道
へ

組
合
活
動
の
思
い
出

が
ん
ば
れ
、
青
年
部
！

震
災
か
ら
８
年

退職者インタビュー



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

４月の予定
６日（土）	 薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師

	 合同会議及び看護部会（県民会館）

13日（土）	 支部長会議（県民会館）

20日（土）～ 21日（日）

	 退職者をねぎらう集い（あきた芸術村）

５月の予定

第90回メーデー開催（予定）

１日（水・祝）	 第90回メーデー

３日（金・祝）	 憲法記念日のつどい（岩手教育会館）

24日（金）	 支部長会議（水産会館）

25日（土）	 岩手医労連ナースウェーブ集会

	 （プラザおでって）

4/24日（水）	 気仙地区（大船渡・高田）

4/27日（土）	 胆江地区

5/1日（水）	 中央・久慈・二戸・花巻・北上・両磐・

	 釜石・宮古

給与
振込口座

カード
ローン

ろうきん
ダイレクト

ろうきん
Epiカード

生きいきと働き続けるために生きいきと働き続けるために

5月25日㈯13：00～16：00
プラザおでって

ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会

★ 記念講演

　 　講師 後藤のりこ さん
　　　　　　　（フリーランスアナウンサー）

★ リレートーク

★ 白衣のパレード

2019201920192019ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会


